
肉
筆
簡
憤
文
字
を
基
盤
と
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作
品
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1
年
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ウ
ィ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
団
長
、
フ

ォ
ル
ケ
・
ベ
ル
グ
マ
ン
、
黄
文
弼
ら
が
合
同
で
参
加
し
た
西
北
科
学
考
察
団
に

よ
っ
て
内
蒙
古
自
治
区
額
済
納
河
流
域
の
漢
代
保
塁
趾
よ
り
簡
憤
約
＝
○
O

o
点
が
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
の
大
量
の
木
簡
は
、
漢
代
の
張
液
群
披
居
延
県
城

と
み
ら
れ
る
地
域
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
「
居
延
漢
簡
」
と
呼
ば
れ
る
．
．

そ
の
後
に
二
度
に
わ
た
っ
て
発
掘
さ
れ
た
木
簡
が
あ
る
が
こ
れ
ら
は
「
居
延
新

簡
」
と
呼
ば
れ
る
。

　
内
容
は
同
年
代
と
さ
れ
る
敦
煙
漢
簡
と
同
じ
く
詔
書
・
簿
冊
・
信
書
等
の
文

書
類
で

あ
り
、
九
九
術
・
干
支
表
・
歴
譜
・
医
薬
方
・
古
文
書
の
残
簡
も
含
ま

れ
て

い
る
。

　
F
居
延
漢
簡
」
の
書
体
は
波
礫
の
な
い
隷
書
（
古
隷
と
も
称
さ
れ
る
）
や
八

分

隷
の
よ
う
な
隷
書
、
更
に
は
章
草
と
い
っ
た
多
様
性
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は

出
土
簡
蹟
の
多
さ
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の

隷

変
の
定
説
を
覆
す
に
は
十
分
な
資
料
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
字
の
過
渡
期
に
あ

っ

て
、
筆
画
の
省
略
や
章
草
の
草
書
的
表
現
に
は
こ
れ
ま
で
の
正
式
な
隷
書
体

と
は
異
な
り
、
躍
動
感
の
あ
る
書
体
は
近
年
、
臨
書
の
対
象
と
し
て
も
注
目
さ

れ

て

い
る
。

　
今
作
は
、
「
居
延
漢
簡
」
を
基
盤
と
し
つ
つ
も
同
時
代
の
肉
筆
文
字
資
料
な

ど
に
も
散
見
さ
れ
る
、
線
の
簡
略
化
や
線
の
繋
が
り
を
表
現
し
よ
う
と
「
恰

然
」
の
二
文
字
に
て
書
き
上
げ
た
。
作
品
制
作
に
お
け
る
対
極
の
表
現
を
取
捨

選
択

し
な
が
ら
、
出
来
る
だ
け
表
現
過
多
に
な
り
す
ぎ
ぬ
よ
う
に
努
め
た
。
文

字
の

過
渡
期
に
お
け
る
多
様
性
を
ど
こ
ま
で
表
現
で
き
る
か
を
考
え
た
際
、
ま

だ

ま
だ
幅
広
い
見
識
が
必
要
と
な
る
。
近
年
、
新
た
な
出
土
報
告
が
な
さ
れ
て

い

る
が
、
こ
れ
か
ら
更
に
肉
筆
簡
憤
文
字
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。
今
後
、
深
く

追
い
求
め
て
い
き
た
い
。
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